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活動レポート

❶補正予算
　一般会計補正予算　６億3,252万１千円
　特別会計補正予算　　　1,920万９千円
　企業会計補正予算　　　2,688万８千円
❷一般議案
　「川口市支所設置条例の一部を改正する条例」な
ど、条例議案９件、契約議案４件、財産の交換議案
１件、財産の取得議案１件、訴えの提起議案６件、
公の施設の指定管理者の指定議案５件、市道路線の
認定及び廃止議案５件、人事議案３件、他。

ーーー市政の動きーーー
❶川口駅周辺のまちづくり
　川口リリアの大規模改修等の整備、「まちなか
ウォーカブル」の推進、川口駅への中距離電車停車
による鉄道輸送力の増強等の取り組みを県との連携
の強化を図りながら進めています。

❷市内児童生徒の学力向上
　市内小中学校全教室へのエアコン設置や中高一貫
校の開校、全児童生徒へのＧＩＧＡスクール端末の
貸与など教育環境を充実。中核市移行に伴い、独自
に教職員研修ができることから指導能力向上に努め
ています。

❸消防指令システム等の更新
　令和６年２月から運用開始を予定している新たな
消防指令システムは、位置情報を活用した災害場所
の特定をはじめ、速やかな情報収集と情報伝達の機
能を備え、迅速な出場指令を可能とし、指令管制室
と災害現場がリアルタイムで詳細な情報を共有する
ことにより、効果的な消防活動が期待できます。

❹ワンルームマンションの管理体制の強化
　新たに建設する建築主等に対し、戸数に応じて敷
地内に宅配ボックスを設置するほか、増加する外国
人住民も含めた居住者に対し、多言語によるパンフ
レットを活用したゴミ出しルールの周知を義務づけ
るなど改善を図ります。

子ども医療費支給事業の18歳までの拡充について

市長の答弁
　助成対象年齢を通院・入院ともに18歳を迎える
年度末までの拡大に向けて、令和６年度当初予算編
成に盛り込むよう指示しています。対象年齢の拡大
は通院で12年、入院では15年ぶりとなる大きな転
換を迎えることとなり、対象人数は約14,800人と
なる見込みです。開始時期については、令和６年秋
頃を目処に進める予定です。

川口駅周辺のまちづくりについて
（１）JR川口駅の中距離電車停車の進捗について
（２）川口駅東口バスターミナルと旧そごうビルの

一体的な課題解決の取り組みについて

市側の答弁
　現在、中距離電車停車のためのホーム増設等に係
る計画案の策定や、それに基づく事業費の算定等を
内容とする調査をＪＲ東日本と進めていて、今年度
内の完了を予定しています。川口駅東口駅前広場の
改善と旧そごうビルの利活用とを一体的に進めるこ
との必要性については、三井不動産株式会社と議論
していきます。

日勤救急隊について
（１）試験的運用の結果について
（２）日勤救急隊の創設について 

市側の答弁
　令和４年７月から９月までの３か月間において試
験的に運用した結果、病院から病院へと患者を搬送
する転院搬送事案239件のうち50.2％となる120件
を日勤救急隊で対応したところです。日勤救急隊の
創設については令和６年４月１日からとし、現在調
整を図っています。配置場所については、市中心部
に立地し、女性職員の勤務に対応した環境も整備さ
れている東消防署がふさわしいと考えています。

令和５年川口市議会12月定例会

12月定例会各議案に対する賛否意向確認に対する採決
※一部反対のある議案：議案番号104（反対会派は青嵐、
新風、維新）、議案番号106（反対会派は青嵐、新風）

※全員賛成の議案：ほか45件

高齢者の補聴器購入費補助制度の創設について

市側の答弁
　今年度から老人クラブや地域包括支援センターと
連携し、高齢者のヒアリングフレイルチェック事業
を実施した結果、参加者の６人に１人が聴力に衰え
がありました。加齢性難聴に悩む高齢者を支援でき
るよう、本市独自の補聴器購入費補助制度の来年度
からの創設に取り組みます。

帯状疱疹ワクチンの接種費用助成制度の創設について
　　　　
市長の答弁
　帯状疱疹ワクチンが高額な自己負担となるため、
経済的負担軽減を望む多くの市民から助成制度の創
設の要望をいただいています。先行自治体の状況を
調査するとともに課題を整理し、実施に向けて前向
きに検討するよう担当部局に指示しています。

埼玉高速鉄道線について
（１）埼玉高速鉄道線への女性専用車両の導入につ

いて
（２）埼玉高速鉄道線の８両編成化について 

市側の答弁
　埼玉高速鉄道株式会社によりますと、乗り入れし
ている各線を含めて女性専用車両を導入しておらず、
関係者との調整が困難であることや、混雑の悪化を
招くこと等から、導入の予定はないとのことです。
８両編成化については、現在乗り入れしている他社
の車両の一部は８両編成化されており、同社が保有
する車両にも今後８両編成の新型車両を導入する予
定とのことです。
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議　案　名
令和5年度川口市一般会計補正予算（第4号）
令和5年度川口市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）
令和5年度川口駅西口地下公共駐車場事業特別会計補正予算（第1号）
令和5年度川口市水道事業会計補正予算（第1号）
令和5年度川口市下水道事業会計補正予算（第1号）
令和5年度川口市病院事業会計補正予算（第1号）

議案番号
104
105
106
107
108
109

川口市行政財産の使用料に関する条例の一部を改正する条例
川口市女性自立支援施設の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例
川口市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例
川口市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
川口市立文化財センター設置及び管理条例の一部を改正する条例
川口市都市公園条例の一部を改正する条例
川口市道路河川占用料条例の一部を改正する条例
川口市ワンルームマンション等の建築及び管理に関する条例の一部を
改正する条例
工事委託契約の締結について（東北本線蕨・南浦和間芝陸橋改修工事
委託（第２期））
工事請負契約の締結について（仮称西川口・横曽根公民館・横曽根図
書館改築工事のうち電気工事）
工事請負契約の締結について（仮称西川口・横曽根公民館・横曽根図
書館改築工事のうち設備工事）
工事請負契約の締結について（北スポーツセンター及び神根西公民館
ほか解体工事）
財産の交換について
財産の取得について（GIGAスクール端末）

訴えの提起について（支払督促の申立て）

公の施設の指定管理者の指定について（川口市老人福祉センター仲町たたら荘）
公の施設の指定管理者の指定について（川口市立映像・情報メディアセンター）
公の施設の指定管理者の指定について（川口市立体育武道センターほか１施設）
公の施設の指定管理者の指定について（三ツ和公園ほか１６公園）
公の施設の指定管理者の指定について（赤山歴史自然公園）
市道路線の認定について（神根第２１３－２号線）
市道路線の認定について（神根第７８４号線）
市道路線の認定について（安行第１７５ー３号線ほか１路線）
市道路線の認定について（安行第１８９ー１号線）
市道路線の廃止について（神根第２０９号線ほか４路線）

人権擁護委員の候補者の推薦について

令和５年度川口市一般会計補正予算（第５号）
川口市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
川口市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例
現業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改正する条例
川口市医療センター企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の
一部を改正する条例
川口市上下水道局企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一
部を改正する条例
令和5年度川口市一般会計補正予算（第6号）
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● 昭和49年7月生まれ　● 栄町在住
● 上青木双葉幼稚園/川口市立本町小学校/
　 明治大学付属中野中学校/明治大学付属中野高等学校/
　 明治大学政治経済学部卒業
● 趣味/アイスホッケー
● 川口市議会　環境経済文教委員会委員
● 会社役員/川口宅地建物取引業協同組合理事/
　 公益社団法人埼玉県宅地建物取引業協会川口支部理事/
　 川口鋳物工業協同組合/川口商工会議所青年部/
　 公益社団法人川口法人会青年部
　 日本棋院川口支部幹事

【公式HP】
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❶補正予算
　一般会計補正予算　６億3,252万１千円
　特別会計補正予算　　　1,920万９千円
　企業会計補正予算　　　2,688万８千円
❷一般議案
　「川口市支所設置条例の一部を改正する条例」な
ど、条例議案９件、契約議案４件、財産の交換議案
１件、財産の取得議案１件、訴えの提起議案６件、
公の施設の指定管理者の指定議案５件、市道路線の
認定及び廃止議案５件、人事議案３件、他。

ーーー市政の動きーーー
❶川口駅周辺のまちづくり
　川口リリアの大規模改修等の整備、「まちなか
ウォーカブル」の推進、川口駅への中距離電車停車
による鉄道輸送力の増強等の取り組みを県との連携
の強化を図りながら進めています。

❷市内児童生徒の学力向上
　市内小中学校全教室へのエアコン設置や中高一貫
校の開校、全児童生徒へのＧＩＧＡスクール端末の
貸与など教育環境を充実。中核市移行に伴い、独自
に教職員研修ができることから指導能力向上に努め
ています。

❸消防指令システム等の更新
　令和６年２月から運用開始を予定している新たな
消防指令システムは、位置情報を活用した災害場所
の特定をはじめ、速やかな情報収集と情報伝達の機
能を備え、迅速な出場指令を可能とし、指令管制室
と災害現場がリアルタイムで詳細な情報を共有する
ことにより、効果的な消防活動が期待できます。

❹ワンルームマンションの管理体制の強化
　新たに建設する建築主等に対し、戸数に応じて敷
地内に宅配ボックスを設置するほか、増加する外国
人住民も含めた居住者に対し、多言語によるパンフ
レットを活用したゴミ出しルールの周知を義務づけ
るなど改善を図ります。

子ども医療費支給事業の18歳までの拡充について

市長の答弁
　助成対象年齢を通院・入院ともに18歳を迎える
年度末までの拡大に向けて、令和６年度当初予算編
成に盛り込むよう指示しています。対象年齢の拡大
は通院で12年、入院では15年ぶりとなる大きな転
換を迎えることとなり、対象人数は約14,800人と
なる見込みです。開始時期については、令和６年秋
頃を目処に進める予定です。

川口駅周辺のまちづくりについて
（１）JR川口駅の中距離電車停車の進捗について
（２）川口駅東口バスターミナルと旧そごうビルの

一体的な課題解決の取り組みについて

市側の答弁
　現在、中距離電車停車のためのホーム増設等に係
る計画案の策定や、それに基づく事業費の算定等を
内容とする調査をＪＲ東日本と進めていて、今年度
内の完了を予定しています。川口駅東口駅前広場の
改善と旧そごうビルの利活用とを一体的に進めるこ
との必要性については、三井不動産株式会社と議論
していきます。

日勤救急隊について
（１）試験的運用の結果について
（２）日勤救急隊の創設について 

市側の答弁
　令和４年７月から９月までの３か月間において試
験的に運用した結果、病院から病院へと患者を搬送
する転院搬送事案239件のうち50.2％となる120件
を日勤救急隊で対応したところです。日勤救急隊の
創設については令和６年４月１日からとし、現在調
整を図っています。配置場所については、市中心部
に立地し、女性職員の勤務に対応した環境も整備さ
れている東消防署がふさわしいと考えています。

12月定例会各議案に対する賛否意向確認に対する採決
※一部反対のある議案：議案番号104（反対会派は青嵐、
新風、維新）、議案番号106（反対会派は青嵐、新風）

※全員賛成の議案：ほか45件

高齢者の補聴器購入費補助制度の創設について

市側の答弁
　今年度から老人クラブや地域包括支援センターと
連携し、高齢者のヒアリングフレイルチェック事業
を実施した結果、参加者の６人に１人が聴力に衰え
がありました。加齢性難聴に悩む高齢者を支援でき
るよう、本市独自の補聴器購入費補助制度の来年度
からの創設に取り組みます。

帯状疱疹ワクチンの接種費用助成制度の創設について
　　　　
市長の答弁
　帯状疱疹ワクチンが高額な自己負担となるため、
経済的負担軽減を望む多くの市民から助成制度の創
設の要望をいただいています。先行自治体の状況を
調査するとともに課題を整理し、実施に向けて前向
きに検討するよう担当部局に指示しています。

埼玉高速鉄道線について
（１）埼玉高速鉄道線への女性専用車両の導入につ

いて
（２）埼玉高速鉄道線の８両編成化について 

市側の答弁
　埼玉高速鉄道株式会社によりますと、乗り入れし
ている各線を含めて女性専用車両を導入しておらず、
関係者との調整が困難であることや、混雑の悪化を
招くこと等から、導入の予定はないとのことです。
８両編成化については、現在乗り入れしている他社
の車両の一部は８両編成化されており、同社が保有
する車両にも今後８両編成の新型車両を導入する予
定とのことです。

以下、ひでとしが気になった
　質問を抜粋して
　　　　お知らせします。

12月定例会一般質問

　2023年4月に開催された川口市議会議員選挙に初挑戦し、2,568票の得票
数を頂き初当選させて頂きました。しかしながら、次点の方との得票差は
135票差で42議席中38番目の下位当選でありました。
　そんな私だからこそ、市民一人一人の１票に託す想い、そして、その１

票の重み、また、選挙の厳しさをギリギリの下位当選
者として現職議員の中で一番痛感しております。
　今、任期を頂き９ヶ月を経ておりますが、常に崖っ
ぷちの精神で政治活動に取り組んで参りますと共に
『ひとつひとつを確実に！』をモットーに、全力で地
域発展のために尽力します。

～がけっぷちの下位当選だからこそ～ご挨拶


